
大 阪 市 建 設 局 《H28年6月発行》 

「御堂筋の道路空間再編に向けたモデル整備」 は、側道部分を活用し自転

車通行空間化するとともに歩道を拡張することで、歩行者と自転車が歩

道内で混在している状況の解消を行い、御堂筋全体の道路空間再編のイ

メージを現地で可視化し、歩行者・自転車通行の安全性や快適性等の道

路空間のあり方の検証につなげていくことを目的としているものです。 

御堂筋の道路空間再編 

に向けたモデル整備 

御堂筋の道路空間再編 

に向けたモデル整備 

モデル区間の整備内容 （検討プロセス） 

 モデル区間の整備内容の検討にあたっては、御堂筋における空間デザインの方向性・デザインキーワード等を

踏まえ、関係機関（有識者や現場管理担当など）へのヒアリングや協議を重ね、道路施設の配置や詳細仕様・材

料を決定しました。 

【御堂筋におけるデザイン方針】 

共通した 
空間デザイン 
の方向性 

沿道景観とともに後世に伝え
受け継がれる道路空間デザイン 

大阪の伝統と革新がうみだす世界的ブランド・ストリート  
大阪市都市計画審議会 「御堂筋の活性化に関する検討調査報告書（平成25年3月）」 

近代建築との調和 
蓄積された大阪の歴史・伝統 
を伝承するデザインモチーフ 

大阪のシンボルストリート 
世界を魅了するハイクオリティ・ 
上質な空間デザイン 

イチョウを際立たせ、沿道景観 
との調和を意識したスマートな 
空間構成・施設デザインの展開 

 モダン  ハイクオリティ  スマート 

《デザインキーワード》 

【デザイン検討における論点・課題】 

共通化・集約化 

 施設ごとのデザインの統一化・共通化、施設同士・空間全体の統一感 

 筋としての連続性（軸線を揃える）、施設の集約化 
 

機能面・安全面 

 緊急的な補修に対
応が可能な市場に
流通している材料
を選定（メーカー
標準仕様） 

 機能的性能（耐久
性、維持管理性、
安全性（歩行性）
において適した材
料の選定 

 

個性化・独自化 

 御堂筋のシンボルであるイチョ
ウを際立たせるデザイン 

規制サイン 規制サイン 

案内サイン 

⇒ 形状(タイプ)が不整合 ⇒ 様々な機能の支柱が乱立 

【検討フロー】 

舗装材試験張りの様子 
サイン（路面表示）の大きさ 
に関する現地確認の様子 


